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「箆氏論語注j I誼氏j 観!1ま論語j IJ笥融j I孔安 I何嬰J という
が見える。これらはいずれも論語築解に引かれる注釈であり、ここから「令築
[qlj:j が引いている「論語注j は論語集解であるといえそうである (iヘそうし
て「令築解」に引かれる論語誌のうち、要1¥玄設だけが護1)控本によったもので、
他の論語j主は集解本によったというようなことはほとんど成り立たないであろ





























































(3) r倭名類緊抄J (源1翼撰 承平年酪 (931-938)簡の戒警)の語釈
門委名類緊抄Jの語釈には次のように 5例の「論語註Jが見える。
月13友 論語読去、 i可FIJIヨJ3Jt，(学部篇 r替市H寺習之j 輩、誼成法)
梓筏 論語j主去、将、繍t'r木、大i三i筏、小l三i持。(公冶長篇「道不
行」輩、馬融註)












(4) r弘決外典抄J (村上天皇室子巽平親王撰 正暦2年 (991)成醤) Iこ引
かれる「欝玄論語注」
「弘決外典抄Jには、合わせて 5条の「論語注j が見える。そのうちの 4条を

































(5) r政事要略J (明法博士催宗允亮編 長保4年 (1002)頃成蓄) Iこ51か
れる「鄭玄j主」
「政事袈I自j には合わせて 18条の論語からの号!文があり、そのうちの 7条は
経文だけで控はついていない。残る 11条の経文に 15条の注が引かれている
(~主文のカウントは、同じ章に分かれて約されている場合はそれぞれ別々に数






























































































































*藤原頼長 (1120-1156) が読んでいる「論語」誌、 r1可委集解Jr論語義
疏j であって、要1)詑本は克ていないを









































(2)小島憲之の説は、 n関j即時黒I寺代の文筆』第一篇第二章 一挙令の検討 (2) 
論語・孝経j に見える。
(12J 













1) (序〕 器諮箆於文Js (註)論語日、子臼警妻女1平地縦覆一策進吾往也。注云、
箆仁者意也D (子容篇「響如爵iん輩集解葱j或注)





































































梁J• í老子j については r~IJ ったが、注にまでは及ばなかった、その結果「論語」の
注として「論語義~玄控」が、 さらに「開場j に翼li玄注、 rI~当番J (こ襲15玄法、 r~主伝j
に綴j護誌が残ったものと考える。
(1IH)本論では「論詩集解:Jは、正平日本論語集j鮮(j王手Il四年写、東洋文庫蔵)、
は、清JCY~I詣本論語義疏(窓IllT期写、天理大学的属天理図書館蔵)を用いた。
{東京外題語大学名誉教授)
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